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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞
・田端　玲子様～昨日御家族（兄嫁様）と面会されています。その際、御家族様より以下の外出希望の話がありました。

　　　　　　　　　６月中旬～病院前の美容院外出。６月下旬～法要（外出、外泊となった場合は１泊程度）　　　　　　　　　　　　　　

御家族様へは現在の田端様の状態（易怒性が見られる事、気分変動がある事、確認行為が頻回となる事がある事、考えのまとまりの無さが見られる）を伝え、スタッフ数名で対応している事伝えています。

具体的な日程ははっきりしていませんが、田端様は外出前より気分変動や落ち着きの無さが見られてくる方です。上記に書かれている精神状況の観察を行い、カルテ記載及び申し送りでの状態報告を密に行っていきましょう。

＜本部総務チームより＞

これまで、３ケ月～４ケ月前の未打刻回数の一覧を掲載し、徴収をおこなっておりました。職員の皆様からは、過去の事を今頃と言うご意見を多々頂いており、大変申し訳ございませんでした。今後に付きましては、当月掲示を実施して参りたいと思います。
職員の皆様におかれましては、徴収対象となりません様に日々の打刻を行って頂きたいと思います。
※尚、掲示にも明示しておりますが、徴収窓口は本部総務室となっております。期限厳守でお願い致します。
＜ケア検討＞　　　　　　　　　　　　　　　

・排泄

　永洞　恭子様～現在リハビリパンツ型の最新型オムツと尿取りパッドを使用されている。　

　　　　　　　　尿意、便意はあり、スタッフへ伝える能力はあるが、遠慮される事があり最近失禁される事が多い。また、失禁されていても、「出ていない」と話される事もある。

※考えられる要因

　　　　　身体的要因：　今までスタッフ１名の介助にてトイレで排泄出来ていたが左大腿骨頭骨折にて、トイレでの排泄が困難となり、自室でのオムツ交換となっている。また、本人の体力低下も見られ、ADL介助に対し依存的となる事がある。

　　　　　精神的要因：　オムツ交換による羞恥心を感じ、自尊心を傷つけている可能性がある。また日中はBホールで過ごされている為、他患者様のいる所で尿意や便意を訴える事に羞恥心を感じ、抵抗を感じる。　　
また、失禁した際にはスタッフが交換するが、交換実施するスタッフ対して、遠慮をしている事も考えられる。

　　　　　環境的要因：　左大腿骨骨頭骨折以前は個室で生活されていた為、オムツ交換や排泄時のプライバシーの配慮が出来たが、現在は４人部屋で生活されている。その為、同室患者様が居室にいる際の交換では、交換されている所を見られたくないという羞恥心や、自尊心を傷つける事に繋がる。その為プライバシーの配慮が必要である。　
３つの要因から、以下の方法でオムツ交換を実施していく事が良いと考えられる。


　　・日中はトイレにて、数名のスタッフでトイレ誘導を実施する。（１名は移乗、もう1名はズボンの上げ下ろし等）。声掛けに関しては本人の耳元で小声で行い、自尊心を傷つけない配慮を行い、本人が、尿意・便意を訴える事が出来る様な環境を提供していく。
　　・居室で交換する際は、本人に説明し、確認を得る。又プライバシーの配慮に関してはカーテンや扉を閉める。また同室患者様にも説明し、出来る限りの配慮（日中に関しては、交換中だけ、居室でない所で過ごして頂く等）お願いする。
　　・夜間はオムツ交換で対応する。（人員不足と事故防止のため）

　　

以上のようにトイレ誘導を検討し、次回評価・方法の再検討をしていきます。







